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「教材の分析と設計」

【学習到達目標】

a.何を教えるのか、そのための教材作成のあり方

について説明できる。

b.システム的な教材設計・開発の手順を5つに分け
て説明できる。

【目 的】

教材の目標分析と教材の設計・開発について手順
をおって評価できる。
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「教材の分析と設計」

教材の目標分析

目標分析とは、目標の構造をとら
えることである。

評価基準
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「教材の分析と設計」

教育目標の分類学

これを教えるためには何が必要か
を考えることを目標の構造化とい
う。

評価基準の重要度を
決定すること。
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「教材の分析と設計」

目標の構造化

学習目標を構造化し、学習の内容
と学習行動（能力）をマトリック
スにまとめること

ブルームの学習目標の分類



評 価
Evaluation

統 合
Synthesis

個性化
Characterization

自然化
Naturalization

分 析
Analysis

組織化
Organization

分節化
Articulation

応 用
Application

価値づけ
Valuing

精密化
Precision

理 解
Comprehension

反 応
Responding

巧妙化
Manipulation

知 識
Knowledge

受け入れ
Receiving

模 倣
Imitation

認知的領域 情意的領域 心的運動的領域

ブルームの教育目標の分類

引用：授業設計マニュアル（稲垣・鈴木 2015)



教材の構造

システムズ・アプローチ

１．教材の構造による系列化

２．学習行動の分析による系列化



教材の構造分析

学習課題 言語情報 知的技能 運動技能 態 度

分析方法 クラスター分析 階層分析 手順分析 階層・手順分析

クラスター分析

手 法 効率のよく暗記する

ために、関連のある

項目を集める。これ

は、必ずしも上下関

係とは限らない。

学習目標の、上

位から下位の目

標にむかって、

教材を使用する

ための前提条件

を探し出す。

学習目標の運動

技能を実現する

ために練習でき

るステップに分

解する。

目標とする気持

ちに関連した言

語情報や知的技

能をみつけ、選

択の理由を問う

ことで態度形成

に必要な技能を

みつける。

引用：授業設計マニュアル（稲垣・鈴木 2015)を加工



クラスター分析の例「魚類」

北海道
青森県
岩手県
秋田県
宮城県
山形県
福島県

茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県

新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県

岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県

鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県

福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

47都道府県

北海道・

東北
関東

北陸

甲信越
東海 近畿

中国・

四国

九州・

沖縄

引用：授業設計マニュアルVer2.0 鈴木克明・稲垣忠著



階層分析の例「面積を求める」

単位（㎡等）を含めた
図形の“面積”の意味が
わかる

長方形・正方形の
面積を求めること
ができる

平行線・対角線・垂
直の考え方がわかる

平行四辺形の面積を
求めることができる

底辺と高さを導き
出すことができる

図形に補助線を引いて、
図形の要素を分解できる

辺や直角などに囲まれたものを四
角形として認識できる

三角形の面積を求
めることができる

（
前
提
条
件
）

引用：授業設計マニュアルVer2.0 鈴木克明・稲垣忠著



手順分析の例「ミシンで直線縫いができる」

いろいろな種類
のミシンに対し
て、セットの仕
方を使い分ける

針を上下に動
かすと下糸が
上糸にひっか
かって出てく
ることがわか
る

ボビンケースの必要な
「中がま式」のセット
の仕方がわかる

ボビンケースの必要のな
い「水平がま式」のセッ
トの仕方がわかる

下糸を

巻く

下糸を

セット

する

上糸を

かける

下糸を

出す

直線に

縫い合

わせる

結果を

確認す

る

引用：授業設計マニュアルVer2.0 鈴木克明・稲垣忠著



分析

Analysis

設計

Design

開発

Development

実施

Implement

評価

Evaluation

必要に応じて改善
Revise as needed

ADDIEモデル

引用：授業設計マニュアル（稲垣・鈴木 2015)
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ワークショップ

インターネットで、いくつかの教材を調べて、そ
の教材の有効性を５段階で判定しなさい。そして、
どのような要因でその判定結果になったかを、グ
ループで話し合って書きなさい。

【ポイント】

（１）評価規準を策定

（２）評価方法の確立

（３）マトリックスに記載

参考 シンキングツール 黒上晴夫他著
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